
１．研究の背景と目的 
台湾南部における高雄市 注１）では、農耕社会から産業

社会への移行の過程で急激に人口が増加した。1980 年代

前後、伝統家屋が多く建つ旧集落地区注２）では、道路用地

のみの買収によって、都市環境整備を目的とした道路整

備事業が行われてきた（写真１）。 

 
写真 1 台湾高雄市の道路整備事業の工事現場（筆者撮影） 

本研究で対象とする高雄市後勁旧集落でも、道路整備

事業によって、伝統家屋の多くが切断され（写真２）、取

り壊され、建替えられてきた。このように変化を余儀な

くされた旧集落において、本研究は道路整備後の「家屋

の道への接し方」に着目したい。「家屋の道への接し方」

とは屋外空間に関わる家屋と道に接する部分をさす。 
 

 

写真２ 切断された伝統家屋（筆者撮影・加工） 

	 既往研究では、小山ら文１）が千里ニュータウンにおけ

る旧集落地区の市街化過程を明らかにした研究であり、

東文２）は旧集落における道路拡幅と生け垣について考察

した。狭隘道路の整備について、石井ら文３）は木造住宅密

集市街地である墨田区京島地区の道路整備に評価し、建

替えの状況を分析した。浦山ら文４）は名古屋市の狭隘道

路の整備実態を調査し、接道敷地後退の実態を報告した。

家屋の接道について、堀江文５）らはつくば市の農家の接

道条件等を分析し、類型化した。一方、台湾の旧集落に

おける道路整備事業に言及した研究では、空間構成文６）

や道路整備の影響文７）に着目しているが、道路整備手法

の類型によった家屋ごとの分析はほぼ議論されていない。 
 
 

旧集落における道路整備後の「家屋の道への接し方」に関する研究 
－台湾高雄市後勁（ホウジン）旧集落を事例として－ 

 
The Bordering Types of Houses Along the Roads of an Old Village with Road Improvements 

-Based on the case study of Houjing old village in Kaohsiung City, Taiwan- 
 

○陳	 建中	*1	，大月敏雄	*2	

CHEN Chien-Chung, OTSUKI Toshio 
 

	 In the process of urban growth, some old villages in Kaohsiung city of south Taiwan are urbanized 
with the road improvements and became some kind of urban areas. The objective of this paper is to 
focus on the houses along the road in the old villages that were based on the influence of road 
improvements. The subject chosen is Houjing old village, a traditional village located in Kaohsiung 
city since A.D.1661, where various housing forms and neighborhood relationship are kept in 
progress. Research methods used here include maps analyses and field survey of observation. The 
finding shows 8 types of the houses along the roads after road improvements, and the diversity of 
outside space appeared in Houjing old village. 

 
キーワード：旧集落，道路整備，接道の家屋，屋外居住空間,	台湾	

Keywords : Old Village, Road Improvement, Houses along the Road, Outside of Residence, Taiwan 
 

 

*1	 畿央大学健康科学部人間環境デザイン学科、助教、博士（工学） 
 
*2	 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻、教授、博士(工学) 
 

報告区分１ 

Assistant Prof., Dept. of Environmental Design, Faculty of 
Health Sciences, Kio University, Dr. Eng. 
Prof., Dept. of Architecture, Graduate School of Eng., the 
University of Tokyo, Dr. Eng. 

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 69 －

報告区分 1



Nこで、本研究では、台湾旧集落における道路整備後

の評価として、道路整備手法と家屋の道への接し方との

関ÁのƼɖに´ȭ¬けた。本Ȕでは、台湾高雄市におけ

る都市化された旧集落のÌ型¾である後勁（�ウzン）

旧集落を研究対象とし、道路整備後の家屋の道への接し

方の実ŮをŹƄしながら、接し方と道路整備手法との関

Áを明らかにすることを目的とする。 
 
２．@r:区における道路整備の\Xと整備JY 
	 本Ȕでは、台湾高雄市の中から、伝統家屋がǉされ、

ɮ年人口が増加しているƽƹ（�ン|）区をɼĶし、N

の中で、古くからの集落空間構成がÉʝ的にǉされてい

る後勁旧集落（ĉ１）を対象とした。1972 年から、後勁

旧集落におけるÔfての都市ɒǴである「ƽƹ区�{タ

ー��ン」が実ƕされた。Nのたf、後勁旧集落におけ

る既Į道路の拡幅や道路のƓɕを中ũとした道路整備事

業がǅ6と実行され、2000 年dでに後勁旧集落において

都市ɒǴǐĶされた道路はほぼ整備されている。 

 
9１ 1��� E%の高雄6tの:G9と後勁旧集落の'iZ�� 

	 研究の対象地区ȞĈ（ĉ２）は、2005 年にÊɇされた

後勁旧集落の都市ɒǴơにおいてƃ言された「後勁旧部

落ƷũƠƓ区」（後勁旧集落ƷũƠƓ地区）注４）のȞĈと

する。対象地区（=「後勁旧部落ƷũƠƓ区」）は、後勁

旧集落の中ũ部の�Ɍ道路にĈdれた地区であり、Nの

ʝȕがȢ 10ha である注５）。 

 
9２ 後勁旧集落における@r:区e8 

	 ĉ３は 1970 年（道路整備前）における対象地区の家

屋ʁȭである。1970 年の後勁旧集落は、�に伝統家屋や

中Ś（ē）注６）（写真３）、路地（写真４）等で構成された

農Ƭ集落的な空間構成をƧしていた。 

 
9� @r:区における 1��� Eの:G9O�） 

	 	  
   写真� 伝統家屋と"F  写真� 伝統cxの路: 

	 高雄市ŕのźŠȰへのȳ取注７）によると、Šƞの旧集

落地区における道路整備事業において用地のÉʝ買収が

ʜしく、dたǌ家の建替えをƤ小ʒにǶfるたf、街路

の中ũȪからほぼŌøĐ等に拡幅を行う手法がとられた

という。ここでは、対象地区において、整備されたɒǴ

道路（Ê道）を名Uけて対象道路とする（ĉ４）。úƞƨ

のȻ空Ǜʅ地šĉ文ʴ）やȻ空写真文ʵ）をǋɪしながら、「高

雄市ƉŘ工ãŀƓ建工程Ð」のɒǴ道路ƕ工に関するơ

類注ʴ）とǣûし、対象地区におけるú対象道路の整備ȥ

Ȭをdとfた（ɇ 1）。1980 年ʠから、道路がǅ6と整

備され、2000 年ʠdで多ƍの道路整備事業が後勁旧集落

において実ƕされたことがわかる。 

 
9� @r:区における@r道路の74 
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m 1 @r:区における道路整備の@r道路!o 
道路整
備手法 

道路 
Ƿù 

1970 年 
道路幅Ă 

2012 年 
道路幅Ă ʋさ 整備年注ʵ） 

 
 
 
 

A.道路 
拡幅型 

A1 Ȣ 4.5m 15m 305m 1980-1982 年 
A2 Ȣ 4.5m 15m 285m 1983 年 
A3 Ȣ 3.5m 12m 275m 1983 年 
A4 Ȣ 3;9m 12m 390m 1983 年 
A5 Ȣ 4;6m 8m 340m 1983 年 
A6 Ȣ 3.5m 8m 110m 1989-1994 年 
A7 Ȣ 4;5m Ȣ 4;6.5m 70m 整備ƪĳ 
A8 Ȣ 4.5m 8m 270m 1984-1987 年 
A9 Ȣ 3.2m 4m 58m 1999 年 

 
 
 
 
 

B.宅地 
切断型 

B1 - 8m 40m 1995 年 
B2 - 8m 80m 1998 年 
B3 - 8m 55m 1989-1994 年 
B4 - Ȣ 3.5;5m 32m 整備ƪĳ 
B5 - 6m 80m 1998 年 
B6 - 6m 20m 1999 年 
B7 - 6m 90m 1998 年 
B8 - 6m 80m 1997 年 
B9 - 6m 230m 2000 年 
B10 - 4m 74m 1999 年 
B11 - 4m 45m 1997 年 
B12 - 4m 60m 1997 年 

ûɒ	 21 本   2989m  
	 対象地区の道路整備手法は、「A.道路拡幅型」と「B.宅
地切断型」の 2 類型の分類することができる（ĉ５）。「A.
道路拡幅型」は、ťƯの宅地における道路の幅Ăを拡幅

する道路整備手法をžす。一方、「B.宅地切断型」は、ť

Ưの宅地において、ƓたなɒǴ道路を造成する道路整備

手法をžす。 
A.道路拡幅型の事¾ B.宅地切断型の事¾ 

    
	 	 道路 A2	 	 	   道路 A8 

   
	 	 道路 B5	 	 	 	 道路 B10 

9� @r:区における道路整備JYの|;  

	 対象地区では、都市ɒǴでǐfられたɒǴ道路が整備

されたのは、ûɒ 21 本、Ȣ 2,989m となる（ɇ 2）。道

路の整備ƞƨについては、「A.道路拡幅型」が「B.宅地切

断型」よりƚく整備されていることも明らかになった。

なお、「B.宅地切断型」の道路はȢè分の本ƍ（57%）を

ìfているが、ûɒʋさが 886m（30%）である。「B.宅
地切断型」の道路は、ȅいɨʛのものが分ƌ的に整備さ

れていることもわかった。 
m � @r:区における道路整備の@r道路の.3 

道路整備手法 道路幅Ă 本ƍ（本） ʋさ(m) �に整備ƞƨ 

A.道路拡幅型 
15m/12m 4 本 

(19%) 
1,255 m 
(42%) 1980-1983 年 

8m/6m/4m 5 本 
(24%) 

848 m 
(28%) 1983-1987 年 

B.宅地切断型 8m/6m/4m 12 本 
(57%) 

886 m 
(30%) 1995-2000 年 

É¸ûɒ  21 本 
(100%) 

2,989 m 
(100%)  

�．研究方YとpTのWn 
	 分析手ʡについて、dM、道路整備手法によって「A.
道路拡幅型」と「B .宅地切断型」を分けて、対象道路を

ɼĶした。Nして、家屋の道への接し方を分類し、Ǭ地

のɐ察調査を行い、ú類型の家屋ƍを集ɒして、道路整

備手法と家屋の道への接し方との関Áを分析する。 
	 本研究では、家屋のš態と道路境ǵȪの´ȭ関Áによ

って、家屋の道への接し方は�に 8 Ȓ類（類型 a~ h）に

分類を行なった（ɇ 3）。ここでは、家屋と道路との間に、

中間ʢĔ（ȫā空間）のƧǢやŬɦによった分類方法で

ある。さらに、Nのȫā空間が道路（dR）に対して、

垣のƧǢ（ʎƈやʍʊ）によって分類する。 
m� 家屋の道への接し方の|; 
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	 「類型 f」と「類型 g」、「類型 h」は家屋の建替えが行

われてなく、伝統的空間の接し方と考えられる。 

	 調査のǀɌについて、台湾高雄市後勁旧集落を対象地

区として、地šĉや地Ƞĉとǣらしûわしながら、2013

年 2 月 3 Ƙ;2 月 4 Ƙおよ_ 2014 年 2 月 12 Ƙ;2 月

15 ƘにǬ地のɐ察調査を行なって、ú対象道路における

家屋の道への接し方をɔʉした。なお、ɐ察調査のɉɧ

のたf、vーv��{��ー��ュー（Google Street 

View、ʑɏƘ：2014 年 4 月 19 Ƙ）をîǣした。 
 

�．家屋の道への接し方の実情と類型の分布 
	 対象地区における家屋は、道路整備と²い、伝統家屋

をǬ代家屋のɳȩ住宅（ɳƻɰĤí）注１ʬ）に多く建替え

られており（写真５）、���rのような「ʥƿ（¨ĭȶ）」

という空間が¬őされているwー{がɍられた。台湾の

ʥƿは、úȷǑ¸の条¾によって、建ɀǪのȫā等のɕ

ȭĪáがある一方、Ȍ的ŷƧ空間であるにもかかわらM、

Êɂのɱ行（ǈ行）空間としてƃ¿すaきであるとɎĶ

されている。 

 
写真� 「}V」$
のuh(>（筆者撮影） 

	 ここでは、対象地区における家屋の道への接し方注１１）

のƍʅ注１２）（ɇ 4）と分ŏĉ（ĉ６）をdとfた。 

	 対象地区における対象道路のûɒʋさ 2989m  の中

で、637 ƻ�Ŷを取り�Fた。Nの中では、「d.ʥƿ型」

が 367 ƻ�Ŷ（58%）をìf、Ƥも多い。「a.道路ȁʝ型」

は 145 ƻ�Ŷ（23%）をìf、£Ƿ目に多い。「e.ʥƿ後

退型」は 1 ƻ�Ŷしかɐ察されなかった。 

	 家屋の密řについて、œĐ 21 ƻ�Ŷʫ100m があり、

道路整備手法によって、ǒ道家屋の密řがɸうことがわ

かる。¾えば、密řが高い（25 ƻ�Ŷʫ100m ®�）の

は、道路 A1、A3、A5、A7、A8、B3 であり、道路 B3

®外の道路整備手法は「A.道路拡幅型」であり、大きか

った敷地のȣ分化が行われやすく、建替えがɴqQ。一

方、密řがµい（10 ƻ�Ŷʫ100m ®�）のは、道路 B1、

B4、B5、B6、B7、B8、B10、B11 であり、すaての道

路整備手法は「B.宅地切断型」によって整備された道路

であり、道路にʝしても建替えが行いにくく、都市ɒǴ

の¡ů外のȦƳQったと考えられる。 

m� 家屋の道への接し方のMw 

 

 
9� 家屋の道への接し方の|;の分D9 
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�．道路整備JYとの��の�� 

	 家屋の道への接し方と道路整備手法との関Áを分析す

るたfに、道路整備手法によって、家屋の道への接し方

の家屋ƍをdとfた（ɇ５）。 
m� 道路整備JYと家屋の道への接し方の家屋M 

	 道路整備手法の「A.道路拡幅型」にǒっている家屋は、

道路整備と²い、多ƍが建替えられ、家屋の道への接し

方の「d. ʥƿ型」がƤも多い。Ɲの伝統家屋（�û院等）

とǬ代家屋のɳƻɰĤíは大きくǹなる住宅šŞである

が、伝統家屋の屋外空間（中Śやŗの�）は、Ǭ代家屋

のʥƿ空間（���r）においてóけȨがれている（写

真６）。一部の「d. ʥƿ型」では、y�~ターの増ɕの

状況もɐ察された。 

 
写真� 「	� }V;」の家屋（筆者撮影） 

	 なお、道路拡幅のたf、余儀なくǚ築された家屋も多

く、「a. 道路ȁʝ型」は£Ƿ目に多い。「A.道路拡幅型」

にǒっている家屋は、道路整備と²い、多くがǚ築や建

替えられ、一部の建ɀǪがȫāされて、居住環境の変化

にÍɺŪしてきたと考えられる。 
	 Nれに対して、道路整備手法の「B.宅地切断型」にǒ

っている家屋は「a. 道路ȁʝ型」や「b.垣Ƨりěʝ後退

型」、「d. ʥƿ型」なYがあり、より多ǂ的な類型がĮČ

しているが、「a. 道路ȁʝ型」はƤも多く、切断のdd

の家屋がɐ察された（写真７）。 

 
写真� 切断の��の家屋（筆者撮影） 

�．fq 
	 本Ȕでは、台湾高雄市の後勁旧集落を対象として、家

屋の道への接し方は�にʴȒ類に分類され、道路整備後

の家屋の道への接し方の実Ůを明らかにした。対象地区

において、ú類型の家屋の道への接し方のƍʅと分ŏĉ

をdとfた。Nの中では、「d.ʥƿ型」がƤも多く、「a.道
路ȁʝ型」は£Ƿ目に多いことがわかった。 
	 Nして、道路整備手法と家屋の道への接し方との関Á

を考察した。道路整備手法によって、「A.道路拡幅型」に

よって整備されたǒ道家屋の密řが高くて、「B.宅地切断

型」によって整備されたǒ道家屋の密řがµくて、ǒ道

家屋の密řがɸうことがわかる。 
	 「A.道路拡幅型」にǒっている家屋は「d. ʥƿ型」が

Ƥも多い。「A.道路拡幅型」にǒっている家屋はǚ築や建

替えによって、居住環境の変化にÍ構築�ÍɺŪしてき

たと考えられる。Nれに対して、「B.宅地切断型」にǒっ

ている家屋は「a. 道路ȁʝ型」はƤも多く、道路整備事

業からよりɆƅ的な影響をóけÈれたと考えられる。 

	 本研究がŦられたȄɍについて、研究対象のȞĈにʒ

り、道路整備手法の「A.道路拡幅型」によった家屋は道

路とのȫā空間をŽっているÛûがより高く、居住環境

のÍ構築がよりöȵQnう。一方、「B.宅地切断型」によ

った家屋は、道路にȁʝするÛûがより高く、ťƯの旧

集落がŽったȫā空間がĿない。Nの居住環境のĄŨć

ʜの状況にならないように、ª後ƪ接道や狭隘道路に接

する家屋の多い旧集落地Ĕに対して、宅地切断型のɒǴ

道路はŲʃにɒǴすaきQnう。 
	 本研究が取り�Fた道路整備手法と家屋の道へ接し方

との関Áは、«の旧集落にŠてはdることではないか、

ª後Nのǎ用Ŭをȉɘするたfに、üK研究手法を½っ

て、«の道路整備後の旧集落に対するƼɖとしたいと考

えている。 
 
注	

注１�台湾南部の中で、1Ƿ目に大きな都市であり、2�1� 年の高雄市（��

区）の人口はȢ 2�� �人である。	

注２�台湾の都市部における既Įの旧集落地区をžす。「旧部落地区」と

もいう。台湾では「Ȳ落」とɇɔするが、ここでは「旧集落」とɇɔす

る。	

注３�£�¤千分一台湾地šĉ（1�2� 年代）によりº成。（ĉÑÌ：大Ƙ

本ŐĊʕ地Ǜʅ部：£Ƚ¤千分一台Ǡ地šċ,	ɹǗÑǤ社,	1���）	

注４� 2��� 年にÊɇされた後勁旧集落の都市ɒǴơのǆŞ名Ȏは、「変

Ơƽƹ区（後勁旧集落）ȣ部ɒǴ（ș �ǅɱǿƼɓ）ƸɒǴơ」である。

Nの都市ɒǴơの中で、���（�. #(/(,+ )	�$(&'!,.',,#	�$0$),-*$+/）

道路整

備手法	

家屋の道への接し方による家屋ƍ（ƻ�Ŷ）	

 	 !	 "	 #	 $	 %	 &	 '	 ûɒ	

�	道路

拡幅型	

11�	 1�	 1�	 ���	 1	 �	 1�	 1�	 �2�	

22�	 ��	 ��	 ���	 ��	 1�	 ��	 ��	 1���	

�	宅地

切断型	

�1	 2�	 �	 2�	 �	 �	 �	 �	 112	

2��	 22�	 ��	 2��	 ��	 ��	 ��	 ��	 1���	

ûɒ	 1��	 �2	 2�	 ���	 1	 �	 2�	 22	 ���	
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の構ůで、「後勁旧部落ƷũƠƓ区」（後勁旧集落ƷũƠƓ地区）という

「都市ƠƓ地区」（都市Íʎǻ地区にあたる）がƃ言された。しかし、ǥ

ÖなɎØがなかった。	

注５�対象地区（�「後勁旧部落ƷũƠƓ区」、ûɒ 21の「ʘ」）は、「ȑ

田里」と「ǫŃ里」という£つの「里」（ûɒ 2�の「ʘ」がある）にÿ

dれている。ƽƹŶƉ事ãŷ（ƽƹ区のŶȠȝǭ部ʌ）によって、「里」

dでの人口統ɒɥƑしか取れなかったので、£つの「里」の人口統ɒɥ

ƑからƂǛされて、対象地区における人口ƍはȢ �,��� 人

9�1,�2��2,��2�人1�21 ʘ
2� ʘ�:で、�őƍはȢ 1,1�� �ő

9����������ő1�21 ʘ
2� ʘ�:である。	

注６�中Ś（ē）とは台湾の伝統家屋の大家ƖËƧの集dりや農º業（ȓ

をƟす等）、ğ方やĢのǙみ等たfのŖė空間であり、Ïīȿȋに×用さ

れるėŷである。	

注７�台湾高雄市ƉŘ（高雄市ŕ）の都市ǻńŀのȴĂへのȳ取調査

（2�1� 年 �月 1� Ƙ）による。	

注ʴ�2�1� 年 � 月に道路の実ƕ部ʌである高雄市ƉŘ工ãŀのȴĂから

ƃ¿されたơ類である。（高雄市ƉŘ工ãŀƓ建工程Ð：都市ɒǴ道路の

ƕ工ɒǴơ類,	1���;2�1�）	

注ʵ�1��� 年®前には、後勁のǬ地住ǌへのȳ取調査、台湾農ƲŀȻ空

ǛʅʖのȻ空写真�1��� 年
1��2 年
1��� 年
2��2 年�およ_高雄市都市

ɒǸȻ空Ǜʅ地šĉ�1��� 年
1��� 年
2��� 年�、地Ƞĉ等によってƂǛ

されたƨ間である。1��� 年®後には、高雄市ƉŘ工ãŀƓ建工程Ðのȴ

Ăへのȳ取調査（2�1� 年 �月）およ_道路のƕ工ɒǴơ類によってŦた

ƨ間である。	

注１ʬ�ɳƻɰĤíとはËƧěをもつʋ屋ŞのµŅ集û住宅（ɳȩ住宅、

��{�ウ{）をさす。	

注１１�ここでの家屋の道への接し方は、NれOれの型の「拡ş型（後¬

け）」をÿfている。¾えば、ŗ¬きïはy�~ター増ɕもÿfてɒȜし

た。道路 �1,�2,��,�� はǒ道�Äの家屋もɒȜした。なお、家屋として

Õ断しにくいものは対象外とした。	

注１２�Ǭ代家屋である住宅šŞのǧȘ住宅や£Ŷ一ƻ住宅、�Ŷ®�

のɳȩ住宅はŶƍでɒȜした。伝統家屋である住宅šŞはɋƍŶのöȵ

があり、ŶƍをɒȜしにくいので、ここでは、ƻƍでɔÈした。なお、

Nのƍʅはɐ察調査のȦƳであり、多Ŀのəōがある。	
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ɝɬ	

	 本Ȕは台湾高雄市の後勁旧集落の住ǌの方6と高雄市ƉŘのごéÝ

をʟいて行ったものであり、一部、ÊǾɢĆ法人大ƲɢĆのĪá研究助

成ʆおよ_ÊǾɢĆ法人�����住生ǖɢĆの研究助成によって行われた

ことを¬ɔし、ɝŰをɇする。	
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